




要約:小児のアレルギー性疾患は増加の傾向にあり,小児健康診査の現場において,その診

断,特に発症前における実態を把握することは将来の発症予防,早期治療のためにも極めて

重要なことと思われる。出生前にアレルギー児の発症を予知し,その対応を講ずることは

現在の医療体制のもとでは必ずしも容易ではない。そこで児出生後,できるだけ早い時期

にアトピー素因児を把握し,適切なる指導を行うため東京都墨田区本所保健所,向島保健所

にてアレルギー健診を施行したのでその状況について報告する。


